こんせき だ 

西洋人に かぶれた と 云 ふ 痕跡が 少ぃ。 それ 丈け は 安 

全に 云 ひ 得られる かと 思 ふ。 

問 風流に 就いて 御意 見 を。 

ぶんじん ぼく かく 

答 風流と 云 ふ 事 を どう 解釈す るか は、 文人墨客の 風 

流 は、 先づ 日永の 遊戯で ある。 南画 南画と 云 ふけれ 

ほか 

ど、 二三の 天才 をの ぞいた 外 は、 大部分 下らない も 

さしつ か もて あそ 

のと 云って 差 支へ ない。 僕 は ああ 云 ふ 風流 を 弄 び 

たくない。 僕の 尊敬す る 東洋 趣味 は、 (前の 東洋 種 



ひとまろ ぎょく^ん 

と 混合して はいけ ない) 人 麻 呂の歌 を 生み、 玉畹の 

ばせ を せんちゃ 

蘭 を 生み、 芭蕉の 句 を 生んだ 精神で ある。 煎茶の 

さう しゃう いっしょ 

宗匠 や、 漢詩 人な どの 東洋 趣味と、 一緒にされて 堪 

る もので はない。 

さとう はるを くめ まさを 

問 佐 藤 春 夫 氏 は 風流 を 感覚 だと 云 ひ、 久来正 雄 氏 は 

それ を 意志 だと 云って 居ます が、 それに 就いての お 

考は 如何で せう か。 

答 それ は 感覚と 云 ふ 言葉の 意味 や、 意志と 云 ふ 言葉 

の 意味 を、 はっきり 制限して 貰 はない と、 僕に は ど 

ちらに も左袒 出来ない。 あらゆる 芸術 は 感覚的で あ 

る。 同時に 又 あらゆる 芸術 は、 意志的で ある。 だか 



なる でせ うか。 又 東洋 的になる でせ うか。 

答 それ は どっちになる かわからない。 しかし これ だ 

け は 確実で ある。 若し 将来、 西洋人が 日本の 文芸 を 

珍重 すると すれば、 東洋 的の 文芸 を 珍重す る だら う。 

くじゃく がう まん 

例へば、 形容の 言葉に しても、 「孔雀の やうに 傲慢な 

女」 と 云 ふの は 日本人に は 新しい 感じ を 与 へても、 

うり ざね が ほ 

西洋人に は 新しい 感じ を 与へ ない。 逆に 「瓜実顔の 

女」 と 云 ふの は、 日本人に は 珍しくな いが、 西洋人 

に は 珍しいだ らう。 一 つの 形容の 言葉に 就いて 云 は 

れる事 は、 作品 全体に 就いても 云 はれる 事で ある。 

(大正 十五 年 五月) 
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